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地
産
地
消
の
取
組
み
に

つ
い
て
、
町
内
の
多
く
の

野
菜
等
の
生
産
者
、
各
市

場
か
ら
購
入
し
て
い
る
。

今
後
も
可
能
な
限
り
利
用

し
た
い
。
給
食
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
で
は
現
状
で
よ
い

と
あ
る
が
、
我
が
町
の
米

の
消
費
拡
大
推
進
の
た
め

検
討
し
た
結
果
、
現
在
の

給
食
を
米
飯
に
変
更
す
る

の
に
新
た
な
経
費
が
か
か

る
し
、
セ
ン
タ
ー
の
今
後

の
あ
り
方
と
統
合
を
早
い

う
ち
に
や
り
た
い
と
考
え

て
い
る
の
で
、
し
ば
ら
く

時
間
が
必
要
で
あ
る
と
説

明
。

今
後
、
町
施
設
（
学
校
、

町
営
住
宅
、
保
育
所
等
）

の
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
量
調

査
し
対
策
を
検
討
す
る
。

住
民
の
相
談
窓
口
は
、
保

健
課
、
環
境
整
備
課
、
建

設
課
で
対
応
。

３
校
が
公
平
で
町
一
制

度
を
基
本
に
説
明
し
た

が
、
ま
だ
、
通
学
方
法
に

つ
い
て
説
明
不
十
分
で
保

護
者
と
住
民
の
理
解
が
得

ら
れ
て
い
な
い
。
今
後
充

分
検
討
し
一
定
の
方
向
を

出
し
て
再
度
説
明
し
た

い
。

Ｈ
21
年
か
ら
供
用
開
始

す
る
。
方
法
は
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

（
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｃ
）
で
進
め
る
。

運
営
方
法
は
公
設
民
営
で

進
め
る
。
今
後
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
は
実
施
設
計
Ｈ
18

年
６
月
か
ら
。
町
民
へ
の

啓
発
は
Ｈ
18
年
春
か
ら
行

う
。 税

制
改
正
で
定
率
減
税

の
廃
止
、
町
県
民
税
の
増

額
。
町
へ
の
交
付
金
は
減

額
。

●
職
員
意
識
改
革

●
組
織
改
革

●
仕
組
み
の
改
革

●
事
業
の
改
革

●
財
務
の
改
革

市
町
村
合
併
を
し
な
い

道
を
選
択
し
「
自
己
決
定
、

自
己
責
任
に
よ
る
小
さ
く

て
も
独
立
独
歩
の
町
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
」
道
を

選
択
し
た
町
と
し
て
全
国

か
ら
注
目
を
集
め
た
町
で

す
。
自
立
し
て
い
く
町
づ

く
り
を
ど
う
進
め
て
い
く

の
か
大
き
な
命
題
と
さ
れ

た
。「
先
ず
行
政
改
革
す
べ

き
」
の
結
論
に
至
り
、
そ

の
基
本
は
「
住
民
に
何
が

で
き
る
か
」
と
的
を
搾
り

「
子
育
て
・
教
育
・
高
齢
者

福
祉
・
雇
用
の
確
保
」
を

柱
と
し
た
。
改
革
の
理
念

は
「
矢
祭
町
の
自
然
の
中

で
、
安
心
し
て
豊
か
に
暮

ら
せ
る
町
を
つ
く
る
こ
と

で
あ
り
、
住
民
一
人
ひ
と

り
が
大
切
に
さ
れ
る
町
を

つ
く
る
こ
と
」。
そ
の
た
め

に
は
、
職
員
の
意
識
改
革

を
し
、
行
政
の
担
い
手
に

な
り
、
地
域
を
支
え
て
い

く
職
員
づ
く
り
、
従
来
の

固
定
観
念
に
と
ら
わ
れ
る

こ
と
な
く
、
最
大
の
自
助

努
力
を
し
な
け
れ
ば
、
そ

う
し
た
目
標
は
達
成
で
き

な
い
と
し
て
い
ま
す
。
矢

祭
町
の
よ
う
に
「
自
分
の

町
を
誇
り
に
出
来
る
」
そ

の
よ
う
な
町
づ
く
り
を
目

指
し
た
い
、
矢
祭
町
を
見

習
い
た
い
。
も
っ
と
勉
強

し
た
い
思
い
で
矢
祭
町
を

あ
と
に
し
ま
し
た
。

●
黒
川
保
育
所
・
小
国
保

育
所
調
査

│
通
学
費
助
成
│
説
明
不
十
分

ま
っ
た
な
し
の
制
度
改
革

説
明
不
十
分
、
再
度

検
討
に
は
い
る

●
中
学
校
通
学
費
助
成
の

調
査

再
編
整
備
検
討
に

は
い
る

●
給
食
セ
ン
タ
ー
運
営
調
査

事
務
調
査

調
査
費
１
５
０
万
円
補
正

●
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
調
査

町
財
政
の
影
響
は

２
千
６
百
40
万
円
増

●
税
法
改
正
調
査

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で

対
応

●
地
域
情
報
へ
の
調
査

矢
祭
町
の
進
め
る

５
つ
の
柱

◎
他
の
保
育
所
に
お
い
て
も

未
満
児
保
育
が
増
加
し
て
い

る
が
、
こ
の
両
保
育
所
も
同

じ
よ
う
に
、
延
長
早
朝
保
育

の
利
用
人
数
も
併
せ
て
増
加

の
傾
向

◎
保
護
者
と
の
一
体
感
で
の

保
育
の
た
め
、
任
せ
き
り
に

な
ら
な
い
よ
う
、
保
護
者
へ

の
細
か
い
情
報
提
供
で
互
い

に
子
育
て
の
力
を
つ
け
て
ゆ

く
工
夫
を
し
実
践

◎
黒
川
保
育
所
は
民
家
を
離

れ
、
電
波
等
の
状
況
が
悪
い

延
長
保
育
に
は
特
に
不
安
。

防
犯
灯
の
設
置
を
要
請

ゴ
ミ
処
理
の
積
算
基
準

い
ま
だ
に
未
処
理
原
因
を
追
求

現
地
調
査

保
護
者
へ
の
細
か
い

情
報
提
供
で
お
金
を

か
け
な
く
て
も
で
き

る
保
育
を
工
夫

員会報告－

の遅れ心配の遅れ心配
統一が鈍化
意識改革をせまる

町
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

が
職
員
を
引
き
つ
け
る

●
福
島
県
矢
祭
町
へ
行
政
視
察
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●
陳
情
審
査
３
件
と
、
山

田
川
ダ
ム
・
川
角
橋
取
水

地
点
・
上
水
道
配
管
調
査

を
行
う

２
５
０

０
万
円
以

上
の
工
事

に
つ
い
て
、

公
園
整
備

室
（１）
・
農

村
整
備
課

（７）
・
建
設

課
（３）
・
上

下
水
道
課

（４）
合
計
15

件
を
調
査

し
た
。
内

10
件
が
落

札
率
95
％

以
上
と
、

あ
い
か
わ

ら
ず
高
い

落
札
率
で

あ
る
。
調

査
す
る
よ
う
要
請
。

県
で
は
入
札
に
参

加
し
た
業
者
は
そ

の
事
業
の
下
請
に
入
れ
な

い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
と

思
う
が
。地

元
の
業
者
育
成

と
要
望
も
あ
る
の

で
、
特
に
い
け
な
い
と
い

う
指
示
は
し
て
い
な
い
。

合
併
に
伴
い
統
一
し
た

制
度
を
提
起
し
て
か
ら
一

年
が
す
ぎ
る
、
６
月
定
例

会
で
指
摘
し
な
が
ら
、
い

ま
だ
に
明
確
な
根
拠
資
料

の
説
明
が
な
い
の
で
厳
し

く
究
明

収
集
委
託
費
明
確
な
資

料
を
期
限
付
で
要
請

●
ゴ
ミ
対
策
調
査

事
務
調
査

下水道事業を徹底審議－財政を圧迫－
あ
い
か
わ
ら
ず
高
い
落

札
率
是
正
を
せ
ま
る

工
事
入
札
進
捗
状
況
調
査

現
在
、
汚
水
桝
の

単
価
を
32
万
円
と

し
て
い
る
が
、
事
業
費
の

増
加
や
、
戸
数
の
減
少
な

ど
で
、
一
般
会
計
の
持
ち

出
し
部
分
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。試

算
を
再
度
し
て

み
た
い
。

Ｈ
23
年
に
全
体
計

画
が
完
成
し
て
、

は
じ
め
て
、
一
般
会
計
の

負
担
が
な
く
な
る
計
画
だ

が
、
町
長
は
、
認
可
計
画

後
、
全
体
計
画
に
着
手
す

る
気
持
ち
は
あ
る
の
か
。

現
在
の
厳
し
い
財

政
状
況
で
は
、
認

可
計
画
を
も
っ
て
一
旦
事

業
を
休
止
し
た
い
。

認
可
計
画
で
休
止

す
る
場
合
、
一
般

財
源
の
負
担
は
、
計
画
以

上
に
な
る
の
で
は
な
い

か
。

再
度
計
算
す
る
。

公
共
下
水
道
事
業
の
区

域
、
概
算
工
事
費
・
維
持

管
理
費
・
使
用
料
お
よ
び

財
政
収
支
が
示
さ
れ
た
。

認
可
区
域
の
工
事
費
53
億

９
６
０
０
万
円
、
全
体
計

画
区
域
の
工
事
費
１
０
７

億
３
０
０
万
円
。
認
可
区

域
の
事
業
は
Ｈ
21
年
の
完

成
に
む
け
て
現
在
行
わ
れ

て
い
る
が
、
全
体
計
画
は

Ｈ
40
年
に
完
成
す
る
予

定
。
町
負
担
は
10
年
後
の

１
億
円
を
最
高
に
23
年
間

毎
年
一
般
会
計
か
ら
事
業

費
を
補
助
す
る
こ
と
に
な

る
。 全

体
計
画
は
一
時

据
置
く

公
共
下
水
道
事
業
調
査

－常任委

課題山積改革課題山積改革
幹部の意識

初心にかえった

保
護
者
の
代
表
等
か
ら

構
成
さ
れ
る
検
討
委
員
会

を
軸
に
検
討
段
階
に
は
い

っ
て
い
る
現
状
、
課
題
な

ど
サ
ー
ビ
ス
面
に
お
い
て

率
直
な
意
見
を
行
政
は
求

め
て
い
る
命
を
か
け
る
保

育
の
時
代
は
終
わ
り
で
施

設
型
保
育
の
再
検
討
を
す

べ
き
時
期
が
き
て
い
る
。

Ｈ
18
年
以
降
に
は
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
を
整
備
す

る
提
案
を
し
て
い
る
。

幼
稚
園
の
規
模
は
県
は

１
５
０
人
規
模
を
指
導
。

最
終
的
に
は
、
幼
稚
園

は
県
が
管
理
と
な
る
の
で

教
育
委
員
会
と
し
て
今
後

は
、
町
づ
く
り
委
員
会
等

と
の
連
携
を
密
に
情
報
提

供
し
、
進
め
る
よ
う
要
請

す
る
。

施
設
型
子
育
て
に
依
存

し
す
ぎ
将
来
は
子
育
支

援
セ
ン
タ
ー
軸
に

●
保
育
所
の
再
編
整
備
調
査

人
数
│
県
は
│

１
５
０
人
に
指
導

●
幼
稚
園
の
誘
致
関
係
調
査

◎
高
齢
者
の
健
康
指
導
の

た
め
５
％
を
特
定
高
齢
者

と
位
置
付
け
、
筋
力
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
事
業
、
水
中
運

動
、
栄
養
改
善
、
口
膣
機

能
事
業
を
今
後
考
え
て
行

く
。

◎
介
護
予
防
事
業
は
、
国

の
見
直
し
で
、
非
常
に
厳

し
い
状
況
に
あ
る
。

人
間
ド
ッ
ク
希
望
者
増
、

初
年
度
「
力
」
を
入
れ
る

●
保
健
福
祉
関
連
調
査

ＱＡＱＡＱＡ

ＱＡ

現
地
調
査
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活
性
化
を
た
く
し
た
農
業
公
園

オ
ー
プ
ン
（
４
月
中
旬
）
せ
ま
る

県
民
公
園
・
農
業
公

園
と
も
開
園
に
む
け

て
、
急
ピ
ッ
チ
で
工

事
が
進
行
中
、
施
工

状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
す

る
。

現
地
調
査

冬
期
に
は
い
っ
て
、
気

温
が
急
激
に
下
が
っ
て
い

る
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
養
生

を
十
二
分
に
す
る
よ
う
指

摘

は
、
ハ
ニ
ー
ビ
ー
ナ
ス
３

０
０
０
本
、
ベ
リ
ー
Ａ
４

０
０
０
本
が
来
春
の
出
番

を
待
っ
て
い
る
。

７
千
本
ワ
イ
ン
仕
込
む

８
戸
の
農
家
か
ら
、
出

荷
さ
れ
た
醸
造
用
ブ
ド
ウ

６
６
０
１
kg
が
９
月
中
旬

か
ら
、
10
月
初
旬
に
か
け

て
仕
込
ま
れ
た
。
予
定
で

事
務
調
査

●
ワ
イ
ン
初
仕
込
み

か
ね
て
よ
り
県
に
対
し

県
民
公
園
と
農
業
公
園
の

一
体
管
理
を
要
望
し
て
い

た
が
、
12
月
県
議
会
で
世

羅
町
を
委
託
先
と
し
て
協

議
に
入
る
事
が
承
認
さ
れ

た
。
こ
れ
に
よ
り
県
民
公

園
と
農
業
公
園
の
一
体
的

な
運
用
・
活
用
が
で
き
る

第
一
歩
と
な
っ
た
。
12
月

22
日
に
上
程
さ
れ
た
管
理

事
務
規
約
を
、
当
議
会
も

承
認
し
た
。

県
議
会
│

世
羅
町
と
協
議
に
入

る
事
を
承
認

４
月
中
旬
オ
ー
プ
ン

「
せ
ら
夢
公
園
」

県
民
公
園
は
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
広
場
、
の
ん

び
り
草
原
な
ど
の
主
要
な

９
施
設
が
、開
園
に
む
け
、

75
％
の
進
捗
状
況
で
あ

る
。
農
業
公
園
に
つ
い
て

は
、
１
０
０
％
完
成
の
ワ

イ
ナ
リ
ー
を
除
き
、
レ
ス

ト
ラ
ン
、
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ

マ
ー
ケ
ッ
ト
、
カ
ン
ト
リ

ー
シ
ョ
ッ
プ
、
ウ
エ
ル
カ

ム
ゲ
ー
ト
な
ど
、
進
捗
率

70
％
〜
15
％
で
あ
る
。
県

民
公
園
、
農
業
公
園
共
３

月
17
日
の
完
成
を
目
指

し
、
４
月
中
旬
オ
ー
プ
ン

す
る
。甲山Ｉ・Ｃ以北の用地買収の早期実施を

★こわい交通災害★
－徹底した安全管理を要請－

交
通
管
理
に
徹
底
し

た
安
全
対
策
を

甲
山
Ｉ
・
Ｃ
以
北
の

用
地
買
収
は
Ｈ
18
年

度
よ
り

●
宇
津
戸
第
一
ト
ン
ネ

ル
、
川
尻
工
事
を
視
察

現
地
調
査

土
砂
搬
出
、
搬
入
の
ダ

ン
プ
運
搬
に
は
最
善
の
安

全
管
理
で
望
む
よ
う
要
請

●
用
地
買
収
が
公
園
、
用

地
事
務
所
と
も
当
初
計
画

よ
り
、
遅
れ
て
い
る
。
強

く
申
し
入
れ
は
し
て
い
る

様
で
あ
る
が
、
再
度
要
請

し
、
遅
延
な
き
よ
う
要
請

す
る

●
流
末
水
路
の
事
業
計
画

が
遅
れ
て
い
る
た
め
実
態

を
究
明
し
、
来
年
度
以
降

見
直
し
を
し
実
施
す
る
よ

う
要
請

●
国
道
、
町
道
い
ず
れ
も

甲
山
Ｉ
・
Ｃ
以
南
は
ダ
ン

プ
の
往
来
が
は
げ
し
く
な

る
。
安
全
対
策
に
万
全
を

期
す
よ
う
要
請
。

事
務
調
査

－特別委員会報告－

住民サイドで検証住民サイドで検証
基盤づくりに全力疾走

ワイナリー事業全町民で集客実現しよう



下
水
道
事
業
は
認

定
地
域
だ
け
と
い

う
こ
と
だ
が
、
収
入
減
を

ど
の
様
に
補
足
す
る
の
か
。

Ｈ
21
年
度
以
降
は
。

Ｈ
21
年
度
ま
で
の

５
年
間
で
14
〜
15

億
の
起
債
減
少
を
考
え
て

い
る
。
以
降
の
負
担
は
十

分
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

削
減
計
画
に
よ
る

と
人
件
費
の
削
減

額
は
５
年
後
２
億
と
な
っ

て
い
る
。人

件
費
の
理
解
が

得
ら
れ
る
の
か

何
％
と
い
う
こ
と
は
つ
め

て
な
い
が
一
定
の
理
解
が

得
ら
れ
る
額
は
決
め
る
必

要
が
あ
る
。
国
の
考
え
方

を
見
守
っ
て
ゆ
く
。

9

身
の
丈
に
あ
っ
た
行
革

を
求
め
て
、「
ま
ち
づ
く
り

委
員
会
」
を
設
置
、
30
名

の
委
員
が
２
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
、
素
案
に
基

づ
き
議
論
。
町
は
３
月
議

会
ま
で
に
は
集
約
し
、
素

案
を
提
示
し
た
い
考
え
で

あ
る
。

行
程
的
に
情
報
提

供
が
で
き
て
な
い

中
住
民
の
声
が
反
映
さ
れ

る
の
か
。委

員
の
中
に
は
、

持
ち
帰
っ
て
会
議

を
開
い
て
も
ら
っ
て
い
る
。

充
分
意
見
は
ま
と
め
ら
れ

る
。
原
案
は
作
っ
て
も
行

財
政
改
革
が
軌
道
に
乗
る

様
、
ロ
ー
リ
ン
グ
形
式
で

継
続
し
て
取
り
組
む
。

参
加
者
が
少
な
い

と
聞
く
が
、
こ
の

委
員
会
が
ど
ん
な
も
の
か

認
識
さ
れ
て
い
る
の
か
。

委
員
の
中
に
は
、

日
程
的
に
都
合
つ

か
ぬ
時
も
あ
る
。
関
係
資

料
を
早
く
手
元
に
届
け
会

議
を
開
く
よ
う
努
力
す
る
。

町
長
が
「
こ
う
い

う
町
づ
く
り
を
し

た
い
」
と
の
基
本
方
針
を

述
べ
、
そ
の
方
針
に
そ
っ

て
議
論
す
べ
き
で
は
。

現
在
の
状
況
、
行

政
の
在
り
方
、
今

日
ま
で
の
素
案
、
委
員
会

の
目
的
等
説
明
。
町
長
も

世
羅
町
の
重
点
施
策
し
説

明
、
理
解
を
得
て
い
る
。

議
会
、
農
業
委
員

会
へ
の
素
案
は
提

示
さ
れ
て
な
い
の
は
。

適
当
な
時
期
に
出

し
て
ゆ
き
た
い
。

元
気
な
ま
ち
づ
く
り

委
員
会
設
置

身
の
丈
に
あ
っ
た

行
革
を
求
め
て

ロ
ー
リ
ン
グ
形
式
で

継
続
し
て
取
り
組
む

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
に

関
す
る
論
戦

財政推計財政推計55ヶ年示されるヶ年示される
厳しい推計見通し

Ｑ

ＱＡ

Ａ Ｑ

過
疎
計
画
大
幅
に
見

直
し
Ｈ
22
年
が
公
債

費
ピ
ー
ク

財
政
推
計
に
関
す
る
論
戦

Ｈ
21
年
以
降
の
計

画
は
。

国
、
県
の
補
助
を

５
年
間
の
推
計
に

今
ま
で
の
経
過
を
ふ
ま
え

た
数
値
を
入
れ
て
い
る
。

今
後
過
疎
計
画
の
見
直
し

を
議
論
す
る
中
で
改
善
を

せ
ざ
る
を
え
な
い
。
単
年

度
繰
越
が
見
込
め
れ
ば
財

政
調
整
基
金
は
、
底
を
つ

か
な
い
。
Ｈ
21
年
以
降
の

健
全
財
政
に
つ
な
が
る
。

町
単
独
事
業
を
抑
制
し
交

付
税
措
置
で
還
元
で
き
る

も
の
を
優
先
し
た
い
。

Ａ

ＱＡＱ

ＱＡ

Ａ

ＱＡ

Ｈ２２年
ピーク公債費




